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2016年度言語文化研究会主催講演会報告
題名：「年齢と言語習得―その複雑な関係」
日時：2016年6月14日（火）10時55分～12時25分
会場：東京女子大学24301教室
講師：バトラー後藤裕子氏（ペンシルベニア大学准教授）
＜概要＞
バトラー先生は、スタンフォード大学で博士号を取得後、ペンシルベニア大学で教鞭
をとってこられた。ご専門は第二言語習得やバイリンガルの言語習得である。特に、日
本も含むアジア諸国での早期英語教育のご研究で国際的にも有名であり、国内外でご講
演を多数されている。前年度には、一般の読者にも読みやすく書かれている『英語学習
は早いほど良いのか』というご著書を岩波新書から出版された。今回のご講演では、言
語習得における臨界期の話から始まり、母語や第二言語，外国語の習得と年齢との関係、
そして、日本における早期英語教育について、具体例や研究データを織り交ぜながら、
わかりやすくご解説いただいた。参加者の皆様には、世界の第一線でご活躍のバトラー
先生のご講演を通して、世界の研究の息吹を感じとっていただけたのではなかろうか。
（森博英）
題名：「日本語教育初級クラスのモデル授業及び日本語学校で働くということ」
日時：2016年10月28日（金）16時35分～18時05分（第一部）
18時5分～18時45分（第二部）
会場：東京女子大学9103教室
講師：金子史朗氏（友国際文化学院教務主任）
＜概要＞
日本語学校で大学や専門学校に入学することを目指している留学生に対する日本語教
育に長く携わっている金子氏をお迎えした。第一部では日本語の模擬授業、第二部では
日本語学校で求められている人材に関する講演をお願いした。模擬授業においては、本
学学生を初級の日本語学習者に見立て、文型項目の導入、基本練習や簡単な応用練習の
流れを見せていただいた。周到な準備と経験に裏付けられた授業展開を参加者一同、体
験した。金子氏には2012年度から5年連続で模擬授業と講演をお願いしているが、何年
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か連続での参加者も多かった。また、第二部では、質疑応答を行い参加学生からいくつ
かの質問が出され、金子氏は丁寧な回答をしてくださった。 （松尾慎）
題名：「子どもが母語と共に外国語を身につけていくプロセスを踏まえた小学校英語教
育」
日時：2016年11月29日（火）10時55分～12時25分
会場：東京女子大学24301教室
講師：久埜百合氏（中部学院大学学事顧問）
＜概要＞
久埜先生は本学を卒業後、ペンシルベニア大学に留学し、帰国後は成城学園初等学校
で英語科講師をお勤めになった。また、NHK教育テレビの『えいごリアン』の監修もな
さり、日本の小学校英語教育に長年にわたり大きな貢献をなさった方である。ご講演で
は東京女子大学の学生時代の思い出話を交えながら、日本の小学校英語教育の実態や、
早期英語教育の是非論、アジアでの英語教育等幅広いお話を聞かせてくださった。最後
に、学生である間に気付いておきたい重要なこととして、「語りの力」、「英語のリズム」、
「発音の大切さ」、「語彙の選択」、「音があることがすべての始まり（毎日10分の音読を）」、
「ICTに強くなっておくこと」を挙げられた。先生の優しいながらもエネルギッシュで
テンポの良い語り口に最後まで魅了された講演であった。 （前田隆子）
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